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人事考課基本研修_理解確認テスト 

 

 

質問１．次の文章を読んで、正しいものには○を、間違っているものには×を解答欄に記入 

してくさい。 

文         章 解答欄 

１．期待成果の評価をするとき、同僚の援助があった場合には、１ランク下方修

正（例えば４から３へ）しなければならない。 
☓ 

２．６等級の者には、６等級相当の仕事を与えなくても期待成果の評価は成立す

る。（成立する。＝評価することができる。） 
○ 

３．責任性は、自己の守備範囲を守ったかどうかを問うものである。したがって 

期待成果が悪ければ、いつも責任性も悪くなる関係にある。 
☓ 

４．絶対評価においては、全員が４評価、逆に全員が２評価になる場合も理論上 

はあり得る。 
○ 

５．協調性は、自分の守備範囲外ではあるが、職場全体の業績や、職場内、職場 

間のチームワーク、仕事関係に影響を与える行動があったかどうかを問うも 

のである。 

○ 

６．期待成果の評価基準は、期首目標面接で直属上司から要望されたり、部下自

身が主体的に設定したりした目標や役割を、お互いに合意することによって

確定される。（目標管理をしている場合） 

○ 

 

質問２．次の文章を読んで、人事考課の期待成果、知識・技能の評価で適切と思われる評価

段階を○で囲ってください。（４：優れる、３：標準、２：劣る、－：考課不能） 

 

① 経理部のＡさんは、パソコンに弱く、簿記についても苦手意識からかあまり勉強していない。

しかし、明るい性格のために、上司や同僚にうまく助けてもらいながら、等級相当の仕事は

いつも期待通りの成果を出している。 

Ａさんの人事考課 

期待成果 ４  ３  ２  － 

知識・技能 ４  ３  ２  － 

 

② Ｂ君（５等級）は、期待水準を上回る完璧な仕事をやり遂げた。しかし、その仕事は、本人

の等級を下回る３等級相当の仕事であった。 

Ｂ君の人事考課 

期待成果 ４  ３  ２  － 

知識・技能 ４  ３  ２  － 
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人事考課基本研修_理解確認テスト 補足 

 

 

● 人事考課基本研修の最後に行う。 

  ・ 質疑応答も終わって、研修の最後に行う。 

● 進め方 

  ・ 個人ワーク ３分 

  ・ 隣同士で答えのすり合わせをする。 ２分 

  ・ 順番に解答させる。 

  ・ その解答に対して、正解、不正解の判定をする。 

  ・ 必要に応じて、補足説明を行う。（下記） 

  ・ 時間がない場合は、個人ワーク終了後、講師が解答を発表し自己採点させる。 

  ・ 全部で１０問あるが、７問以上正解で合格とする。 

● その他の補足 

① 質問１－１．期待成果の評価は、ありのままである。例外はチャレンジプラス１だけ。 

② 質問１－２．期待成果の評価はいつも成立する。等級より高い仕事を与えた場合はチャレン

ジプラス１が該当する。それ以外の場合は、ありのまま。 

③ 質問１－３．「責任性は、自己の守備範囲を守ったかどうかを問うものである。」この部分

は正しい。期待成果が悪いと、いつも責任性が悪いとは限らない。一生懸命行なって責任性

が良い場合でも、アンラッキーや能力不足などで成果が悪いことがある。 

④ 質問１－４．記述の通りである。 

⑤ 質問１－５．自分の守備範囲内については、責任性で評価する。守備範囲外で、職場内や職

場間のチームワーク、仕事関係に関係することは協調性の範疇になる。 

⑥ 質問１－６．記述の通りである。 

⑦ 質問２－１．期待通りの成果を上げているので期待成果は３点。助けてもらって３点の成果

をあげているということは、知識・技能は３点より低いということになる。しかし、業務支

障があるわけではないので１点ではない。２点が妥当である。 

⑧ 質問２－１．期待水準を上回る結果であるから期待成果の評価は４点。知識・技能は格付等

級としてふさわしいかどうかを評価するが、今回は等級相当の仕事をしていないので判断で

きない。 

 

 


